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There is the man who enjoys it more than 40minutes while watching fish inside a big
 
water tank of an aquarium,like a man in the song that is ”The fool on the hill”written by
 
Lennon&McCartney. The song said,“Day after day,alone on a hill,the man with the foolish
 
grin is keeping perfectly still...” Of course the man in the aquarium is not a fool.So why is not
 
he tired from it? The reason is because the big water tank shows his subconscious image to
 
himself, like a mirror of magic. An aquarium resembles an abstract animation film. It
 
resembles pleasure of playing with toys. For example it is maybe the same as playing with toy
 
blocks. I wished to make such animation films since I was a student.
There is the application named Flash.As a trial of abstraction expression in new Epoch,
I examined early abstract animation films for significance of abstract animation films of the
 
present day. Then I made a sample data of the Toy-Animation by ActionScript included in
 
Flash.I showed the process that made the Toy-Animation in the following.
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distX ＝ parent. xmouse-this.
x；










this. x ＋ ＝ speedX；
this. y＋ ＝ speedY；
｝ else if (this. x ! ＝ parent.
xmouse&& this. y!＝ parent. ymouse)｛
this.setDirection()；
this. x ＝ parent.
xmouse；




























































































































distX ＝ parent. xmouse-this.
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this. x ＋ ＝ speedX；
this. y＋ ＝ speedY；
｝ else if (this. x ! ＝ parent.
xmouse&& this. y!＝ parent. ymouse)｛
this.setDirection()；
this. x ＝ parent.
xmouse；
this. y ＝ parent.
ymouse；
｝
if (this.hitTest( parent.instAD.
ballA))｛
this.play()；
｝
｝
onClipEvent (mouseDown)｛
speed?＝ -1；
｝
onClipEvent (mouseUp)｛
speed＝ 4；
｝
インスタンス Bと同様に“hitTest”でインス
タンスAとの接触を調べ、接触していれば変形
のアニメーションがスタートする。マウスの左
ボタンを押したとき“（mouseDown）”変数”
speed”にマイナス１を掛ける。これにより進む
方向を逆転させる。つまりインスタンス Cはイ
ンスタンス Bから放たれ、マウス・ボタンから
指を離す“（mouseUp）”ことにより変数“speed”
は初期値に戻りインスタンス Bに引き寄せら
れる。
以上のスクリプトによってトイ・アニメーシ
ョン「フラッグス」は構成されている。
5.4. 展望
トイ・アニメーションを作るとき、変数に代
入する値をどこから持ってくるのかが「おもち
ゃ」に意外性をもたらすヒントになる。乱数を
発生させるメソッド“Math.random”はよく利
用される。乱数は揺らぎの表現やさいころに利
用されるだけではなく、タイムライン上のフレ
ームの意外性を持つナビゲーションにも応用で
きる。マウス座標のプロパティである“
xmouse”、“ ymouse”を用いてマウス座標を調
べ、それをマウス座標として使用するのではな
く、たとえばインスタンスを回転させるパラメ
ータや拡大縮小のパラメータとして使用しても
よい。あるいは入力された音声レベルをインス
タンスの回転に使用することも考えられる。
だが逆にいえば、ActionScriptのユーザは
Flash開発者に依存せざるを得ない。いわば既
製服を如何に自分にフィットするように着こな
すかということに似ている。あくまでもその範
囲内においてのトイ・アニメーションではある。
しかしコンテンツはアプリケーションが作るの
であろうか。そうではなく、それはまさに如何
に着こなすかという工夫にこそモノを作る本質
的な意味が隠れているのではあるまいか。本質
的な意味とは喜びそのものをいうのである。
将来的にActionScriptがどのように進化し
ようとそれは変わらない。開発者側から見れば、
より幅広いユーザ獲得のために、インターフェ
イスは当然改良されるのであろう。だがユーザ
側にしてみれば開発を待つことが必ずしも作品
のクオリティを高めることには繋がらない。そ
の前に、ユーザはある自覚を持つことが必要な
のである。それはモノを作る本質的な意味の再
認識にほかならない。
まとめ
常々不思議に思うことは、音楽好きの学生た
ちがなぜ数学を嫌うのかということである。つ
まり、双方とも扱う題材が抽象概念であるにも
かかわらず、両者は表裏の様相を示している。
筆者にしても中学時代では代数が大の苦手であ
った。幾何で獲得する点数でかろうじて救われ
ていたのである。教育方法に何か抜かりがある
のだろうか。それとも教育者側からして抽象概
念に対する誤解があるのだろうか。例えば数学
を、音楽を楽しむように好きになる教育法はあ
り得ないのだろうか。
一般的に、ことに権威の外にある抽象芸術家
は揶揄の格好の標的であり、抽象芸術は「ワケ
が解らない」と見ることが一般常識的である。
また常識人は敢えてそう見ることにより四面楚
歌の恐怖から逃れている。抽象芸術あるいは現
代美術への不理解も抽象表現能力＝理解能力の
欠如が引き起こしている。そして、その理解を
阻む先入観の構築は義務教育以前からすでに始
まっていたのではないのだろうか。積み木はお
城やお花だのといった「モノの形」を作るおも
ちゃであり、ケースに詰め戻すバリエーション
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を楽しむというオプションは能力として認めら
れず、速く「おかたずけ」できる園児が高く評
価されてきたのではないのだろうか。そして、
その子がやがて子の親になり教師になり、非芸
術的な「一般常識」の押しつけという過ちを繰
り返す。
しかし、抽象表現能力無くしてクリエイティ
ブ教育は先へは進めないのである。そこから始
めねばならないのであろう。
鑑賞者のこころを反映するような、水族館的
なアニメーションの実現は不可能なのであろう
か。水族館的なアニメーションとは、バーチャ
ル水族館作りに短絡することではない。40分以
上もその前に佇んでいられるという大水槽の魅
力は現実の水族館にしかあり得ないのだから。
思えば、筆者が没頭したのは、水族館的アニ
メーションを制作するための模索そのものにで
あった。幼い頃砂遊びや積み木に没頭したよう
に、そしてまさに水族館の大水槽を前に呆然と
して佇んだときのように、テレビマンガの背後
にある何ものかに胸躍らせたように、それは抽
象的な世界に漂う至福のひとときだったのであ
る。
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